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リンケルと覆面型食物アレルギー
　昔読んだ本の記憶ですが、H.J.リンケルは実家が養鶏も営む農場で、大学時代も送られてくる卵を毎日のように食べていました。鼻炎や全身倦怠感に悩んでいましたが、ある時、アルバート･ローの食物アレルギーの論文を読んで、自分も卵アレルギーではないかと考えました。そこで、卵を一度に数個食べてみましたが症状は悪化しません。次に、卵を完全に止めてみたら、まもなく症状が無くなりました。その数日後が誕生日で、友人が焼いてきたケーキを食べましたら、直後にショックを起こして卒倒しました。しばらく止めたあとで卵を食べ、再び卒倒することを確認しました。

　リンケルは、自らの体験が多くの患者でも起こることを確かめ、1944年に覆面型食物アレルギーの概念を提唱しました。その内容は「原因食物を完全に止めると、まもなく症状が軽快するが、その食べ物への過敏性は増す。さらに数週すると過敏性が低下し、数ヵ月～数年経つと数日に1度なら食べても症状が出ない（耐性獲得）状態になる。しかし、頻回に食べ続けると再び覆面型食物アレルギーに戻る。覆面型食物アレルギーでは、3日に1度以上原因食物を食べていると慢性の症状が続くものの、大量に食べても他の症状が誘発されたり悪化しなくなる。」というものです。

